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【目的】

　認知機能低下のある高齢者が退院となるまで

の経過を振り返り、有効な看護介入の検討を行

う。

【方法】

　X病院で平成27年4月～28年7月までにストー

マ造設した患者のうち、認知機能低下がある80

～90歳代の男女4名を対象とした。看護記録よ

り看護介入及び患者の言動を抽出、コード化し

た。「術前（Ⅰ期）」、「術後から初回ストー

マケアまで（Ⅱ期）」、「初回ストーマケアか

ら便処理指導開始前まで（Ⅲ期）」、「便処理

指導開始から退院まで（Ⅳ期）」の4期に分け

てカテゴリー化した。

【結果】

　計95個のコードを抽出し、カテゴリーはⅠ期

7個、Ⅱ期3個、Ⅲ期5個、Ⅳ期20個となった。

認知機能低下のある高齢者は全時期で手術やス

トーマ造設を忘れるという特徴がみられた。

【考察】

　看護師は術前から患者の身体状態や認知機能

に応じたセルフケア目標を設定し、繰り返し介

入することで患者の成功体験へとつなげていっ

た。また、手術をした現状を伝える、パウチに

一緒に触れて確認するなどのリアリティ・オリ

エンテーション（以下ROT）により、忘れるこ

とを繰り返しながらも、少しずつ“ストーマが

造設された自分”を認識出来るようになったと

考える。そして、ROTによる見当識の補強と、

患者状態に応じた安全対策は、問題行動を抑え

る有効な介入であった。さらに、パウチの確認

や便処理を繰り返し行うことで手続き記憶とし

て記憶できたと考える。

【結論】

　患者に合わせたセルフケア目標を設定し、

ROTを実施していくことは有効な看護介入であ

り、ストーマ管理を獲得できる可能性がある。

ROTによるストーマの意識付け、患者に応じた

安全対策は、問題行動を抑える有効な看護介入

であった。認知機能低下があっても、患者が出

来ることに着眼し、能力を最大限に活かす介入

が重要である。
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